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　私たち同志社大学図書館情報学研究会 DUALIS は、第18回図書館総合展ポスターセッショ

ンに「クイズによる育成システムを用いた読書支援ゲーム」というテーマで出展し、運営委員

会特別賞をいただきました。今回は、ポスター制作の経緯と図書館総合展に参加しての感想を

述べさせていただきたいと思います。

　DUALIS は2013年から図書館総合展にポスターを出展しており、今年で４回目の出展となり

ます。今回のポスター制作は、図書館演習52クラスｚグループに所属しており、かつ DUALIS

にも所属している３回生５人が中心となって行いました。我々５人は、図書館演習における修

了レポートのための研究として、原田先生の「感性パラメータ」の研究を主軸とした、こども

を対象にした読書の結果によってキャラクターを成長させる育成ゲームとしての読書支援シス

テムの開発を行っており、今回のポスターはその研究の中間発表として作成しました。ゲーム

制作に関して、図書館演習52クラスｚグループ以外の DUALIS のメンバーにもアイデアの提

案やデータ入力などで協力してもらったため、ポスターは DUALISとして出展しました。

　ポスターは11月８日から始まる総合展に向けて、10月から制作を開始しました。５人全員が

ポスター制作は初めてであったため、ポスター制作のための本を読んで基本的なポスターの構

成について学んだり、ラーニング・コモンズのラーニングアシスタントの方にアドバイスをい

ただいたりしました。開発中のゲームは、クイズと育成機能と読書の推薦機能を掛け合わせた

ものであり、全ての根幹を成す「感性パラメータ」というシステムも一言で説明できるもので

はなかったため、ポスター一枚に分かりやすくまとめるのはとても苦労しましたが、情報を分

かりやすく、すっきりと伝えつつも、見る人の目を引くようなインパクトのあるデザインを心

がけて試作を重ねました。試行錯誤を繰り返し、ポスター案は25枚にも及びましたが、結果と

してとても良いポスターが制作できたのではないかと考えています。

　実際に出展した際には、本当に多くの方に見ていただくことができました。見ていただいた

方に感想をお聞きしたり、コメントを書いていただいたりしましたが、予想以上に好意的な反

応が多くて驚きました。おもしろい発表があるという話を聞いて見に来たとおっしゃられる方

も多く、反響の大きさを感じました。また、好意的な反応だけでなく、様々な立場の方から改

善点や今後に向けたアドバイスをいただき、とても勉強になりました。特に、学校図書館で司

書をされている方が下さったアドバイスには、実際に子供たちと接している立場ならではの視

点があり、大変参考になりました。

　今回の出展にあたっては、苦労したことも多かったですが、満足いく結果を出すことができ

て安心しています。私は今年初めて図書館総合展に参加しましたが、たくさんの人が図書館に

ついて真剣に考え、活発に交流しているのを実際に肌で感じ、多くの刺激を受けました。普段

は関わることのない企業の方や社会人の方が、学生である自分たちの話を真剣に聞いてくださ

り、いろいろな立場の方と意見を交換することができて、とても貴重な体験をさせていただい

たと考えています。

　図書館総合展という大きな場所で発表させていただき、運営委員会特別賞という賞もいただ

くことができて、協力してくださった方々には感謝の念に堪えません。免許資格課程センター

の原田隆史先生、佐藤翔先生、ラーニング・コモンズの岡部晋典先生には、ポスター制作に関

して多くの助言をいただき、大変お世話になりました。

　図書館総合展という場所は、年齢、立場の垣根を超えて様々な人と「図書館」でつながるこ

とのできる、とても貴重な学びの場所であると思います。これからも DUALIS が図書館総合

展から多くを学んでいくことを期待しています。

図書館総合展を経て
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第18回図書館総合展で掲示したポスター

DUALISとは正式名称は、同志社大学図書館情報学研究会。2013年に設立された図書館司書を目指すための勉強会を中心として活動している団体です。

蓄積した感性パラ
メータの数値に応じ
て、クイズで正解し
た本の読後感に似
た読後感を持つ本
が推薦されます。

また、似ているが異
なった要素を持つ
本も推薦されるた
め、新たな本と出合
うことができます。

本の読後感を12種類の感性語対で表したもの
感性語対とは「興奮―冷めた」「爽やか―どんよ
り」など、感情を表す言葉の対照的な組み合わせ
のことです。

1つの感性語対に0～6の値が設定されており、そ
の小説の読後感がどのくらい興奮や楽しいといっ
た要素を持つかを表しています。

あさのあつこ「バッテリー」は、パラメータ1「興奮ー
冷めた」の値が2、パラメータ9「感動するーしらけ
る」の値が1.25なので、興奮や楽しいという要素を
含んだ、とても感動する読後感を持つ本ということ
になります。

クイズで出題される図書約1300冊には1冊ごと
にこの感性パラメータが付与されています。

クイズで正解した本の持つ感性パラメータが蓄
積されます。

本の著者についての4択クイズが、10
問出題されます。

正解した本の書影が出てきます。

クイズを解くことにより、本に関する知識を得ることができ、読書への興味を喚起させるこ
とができます。また、プレーヤーの読書活動が反映される育成機能を通じて、読書をする
習慣を身につけることができます。さらに「本のオススメ機能」によって、自分に合った本
を見つけることができ、最終的に読書離れの解消も見込めます。

クイズとして出題される本に子ども向けの本を増やす、出題されるクイズの種類を増やし、
本のあらすじやジャンルについてのクイズも出題する、といった改良をしていきたいと考えて
います。将来的にはホームページなどで公開して、家庭や図書館で気軽に遊べるようにし、
継続的な読書支援に役立てることを期待しています。

先行研究によると、子どもに対する読書
指導において、保護者や学校による図書
の提示は本に対する興味をほとんど促
進しないと示されています。

発達期の子どもにおいては画一的な読
書指導ではなく、個別の読書指導が有効
であると実証されています。そのため、読
書指導においては、個人の興味に合わ
せた図書の提示をすることが必要です。

そこで、原田隆史が研究している『感性
パラメータ」を用いて、個人の読書傾向を
反映した図書をオススメしてくれる機能を
備えた、今回のゲーム開発に至りました。

累積した感性パラメータの数
値に応じて、キャラクターが12
種類に進化します。

パラメータ番号

興奮 冷めた
温かい 希望の無い
驚き 平凡な
恐い 明るい
和む 緊張する
空想的な 現実的な
軽い 重い
元気が出る 気力が落ち込む
感動する しらける
爽やか どんより
楽しい 悲しい
愉快な 真面目な

値
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